
若木小だより
あ：明るいあいさつ い：いきいき活動 う：美しく え：笑顔がいっぱい お：おもいやり

今年度、４３名の新入生を迎え､２９３名でスタートしました。子どもたちの安全・

安心を最優先にしながら、より意義のある教育活動になるよう努力してまいります。

子どもたちのために､ご支援･ご協力をよろしくお願いいたします。 ＜思川桜咲きました＞

Ｒ６.３、「小山桜守会（会長：大久保寿夫様）」「小山北桜高校」のご好意で、「思川桜４本」を寄贈い

ただきました。環境美化委員会を中心に大切に見守っていきます。ありがとうございました。

新任式・始業式 御入学おめでとうございます

４月８日 入学式 ４月１０日

始業式では、「あいうえお学校」について、次の 今年度の入学式は、在校生を代表して、２･６年

ような話をしました。 生も参加しました。６年生は、新入生と手をつない

この言葉は、若木小学校がつくられた時に、当 で一緒に入場し、入学式を見守りました。２年生は、

時通っていた子どもたちが考えたそうです。先生 「歓迎の言葉」で、精一杯の気持ちを表しました。

ではなく、子どもたちが、「若木小をよい学校にし 入学式では、次のような話をしました。

たい」という願いを込めて作ったものです。すば 新入生の皆さんにお願いしたいことは、「あいさ

らしいですね。ぜひ、みなさんにも、この合い言 つを頑張ろう」ということです。あいさつは、「み

葉を大切に心がけていってほしいと思います。 んなが、なかよくなれる魔法の言葉」だと思います。

その中でも、今年は特に、「お おもいやり みん 「おはようございます」「こんにちは」「さようなら」

ななかよく､いじめのない学校」にしていきたいと そして、「ありがとうございます」など、みんなが

思います。若木小には、たくさんのお友だちがい 進んであいさつができると、きっと、誰もがなかよ

ます。それぞれみんな違っていて、そして、いろ くなれると思うからです。先生も上級生も頑張りま

いろな考えを持っています。その違いやいろいろ す。皆さんも、元気に進んであいさつができるよう

な考えを、みんなが認め合い、困っていれば助け 頑張っていきましょう。【要旨】

合える学校、全員が安心して学べる学校にしてい

きたいです。そういう学校になれたら、きっとみ １年生となかよくなる会 ４月１７日

なさんも学校に来るのがもっとうれしくなると思 在校生は１年生を温かく迎える気持ちを、１年

います。今よりももっと、「おもいやり、みんなな 生には若木小の一員としての自覚を、それぞれ培う

かよく、いじめのない学校」にしていくために、 機会とすることを目的として「１年生となかよくな

みなさん一人一人が、自分が何ができるかよく考 る会」を開催しました。６年生が主役の１年生を会

え、行動して、みなさんの若木小をみなさんの力 場まで案内して、会が始まりました。企画委員会が

で、さらによい学校にしていきましょう。【要旨】 準備してきた「若木小クイズ」をみんなで楽しみま

「すべての子どもたちの幸せのために」全職員 した。

一丸となっ １年生のた

て努力して めに準備を進

まいります。 めてきた上級

どうぞよろ 生。すっかり、

しくお願い 若木小学校の

いたします。 リーダーです。

若木よ 巨木となり 森を成せ

NO.１ 令和６年４月

小山市立若木小学校
校長 長嶋 裕子



令和６年度若木小学校教職員一覧 （★令和６年４月転入者 ☆学年主任）

今年度、大切なお子様をお預かりする本校の教 校 長

職員は、右のとおりです。 教 頭

学校教職員の組織は、児童の多様なニーズに対 教務主任

応するため、様々な立場の職員が市や県から配置 学習指導主任

されます。職員は３５名ですが、中には他校と兼 児童指導主任

務している職員もいます。どの職 １年１組 １年２組

員も、若木小の子どもたちのため ２年１組 ２年２組

に一生懸命に勤めたいと思ってい ３年１組 ３年２組

ます。よろしくお願いいたします。 ４年１組 ４年２組

５年１組 ５年２組

１年生入学祝い献立 ４月１７日 ６年１組 ６年２組

４月１１日には、１年生の給食も始まりました。 わかぎ わかば

小学校初めての給食は「カレー」、そして、１７日

には、お祝い献立として「赤飯､牛乳､唐揚げ､ごま 日本語教室

和え､すまし汁､お祝いクレープ」が出ました。「残 ことばの教室

さず食べられた」「とってもおいしかった」等、う 養護教諭

れしい声を聞くことができました。給食をとおし 学力向上担当ＴＴ教員

て、心身の健康、食事 学力向上推進リーダー

の重要性や感謝の心、 英語科専科教員

食文化などを学んでい ＴＴ教員

ければと思います。 特別支援教育サポーター

特別支援教育サポーター

朝、６年生が１年生の教室へ 生活相談員

６年生が１年生の教室へ出向き、登校後の荷物 外国人児童指導員

の整理の手伝いや、本の読み聞かせをしています。 ＡＬＴ

その後、すぐそばで一緒に「立腰」をすることで、 県事務職員

毎朝、１年生も落ち着いたスタートを迎えること 市事務職員

ができています。 学校用務員

（産・育休中）

※ 若木小だよりで、お子さまの写真等の掲載を

希望されない場合は、担任までご連絡ください。


